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（会議の経過）第２回 一宮北中学校区 学校規模適正化・幼保一元化に係る地域の委員会 

発言者 議題・発言内容 
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※次第「3.第 1 回委員会会議録」委員了承。次回より会議録確認期日を定め、

修正箇所がなければその時点で市ホームページで公開することについて了承。 

※次第「4.①学校規模適正化に関する基本的な考え方について」説明。 

学校規模適正化について、8/12 の地域確認による距離感からも遠距離通学が一

番不安である。実際のバス運行について、運行台数、運行時間など具体的な案

があるなら教えてほしい。 

具体的な案は持っていないが、枝線から本線に合流する形、また地区ごとに子

どもたちを乗車させながらバスをできるだけ多く走らせるなど、保護者からの

対策案等も聞きながら作っていけたらと思う。 

遠距離通学の不安については、バス台数の増加で一定の解消されるのではない

かと思っている。学校生活に支障が出るようなことは避けていきたい。 

十分なスクールバス運行としてほしいが、子どもたち、特に低学年児童の負担

が大きいことは明確であり、十分すぎるほど十分に検討を重ねてほしい。 

低学年と高学年で学校生活の時間が違う。1 日 2 回は運行が必要だろうが、そ

こまできちんと考えているのか。もう１点、管理運営のメリットで浮いた財源

は子どもたちのために使ってほしい。 

学校生活に支障がないことを原則にバス運行を検討する。現在、繁盛小も朝夕

各 1回の運行であるが、具体的な学校生活を明らかにしていく中で検討したい。

当校区は複数台のバスが必要と考えられ、バスが複数台あることでの運行方法

もあると思うので、具体的には話が進んでから意見交換していきたい。 

バス通学は学校生活に支障がないことが前提になるが、例えば下校時にバスを

待たないといけない状況となる場合、学校経営の話になるが、保護者、地域の

方々の理解を得られれば、現在、当市で学力向上のため推進している読書活動

の一環として、その時間に読書タイムを盛り込むなど、相対的に考えながら運

行していくことも必要になってくると思う。財源について、学校経営に経費が

必要としても、一定の集団を確保して教育の充実を図りたいということが教育

委員会の姿勢であり、浮く財源があれば、教育環境の充実にあてるという強い

思いで予算を求めたい。 

多くの保護者が放課後の学童保育に頼っているようだが、バス通学になった場

合、それはどうなっていくのか。 

適正化された場合、その学校の空き教室などを確保して学童保育をしていくこ

とになると思う。送迎については保護者にお願いすることが基本であるが、そ

ういうことも含めて委員会で検討していけたらと思う。 

※8月 12 日地域確認当日のまとめ資料（下三方地区、三方・繁盛地区内 走行

距離、所要時間）について説明。 

繁盛小校区は普通の通学距離範囲が 10kmになってくる。この辺りも考慮しなが

ら意見をいただきたい。 

適正化され 1校になったら学校教職員数が少なくなってくると思うが、教職員

の中でリストラ等の心配はされていないのか。 

3 校が 1 校になる予定であることから、職員数の変動ももちろん考えられる。

先生の人数は国の定めで基本的に学級数で決まる。教職員について基本的に適

正な配置を行う。 
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適正化後、中学校に最も近い三方小校舎を利用するとなった場合、小中学校が

離れていてうまく連携ができるのか。登校坂は大型車両も上がれない状態であ

り、あの場所で本当に可能なのか。南中と神戸小は隣接しているが、これまで

連携教育がなされていたのか。 

宍粟市は三土中学校も含めた 8 中学校区で連携型小中一貫教育の研究をしてい

る段階である。一貫教育を進める理由は中１ギャップの解消、さらに、義務教

育期間の小中 9 年間を通して小中連携を進めることにより、子どもたちが小学

校から中学校へスムーズに進んでいけると考え実施している。また、子どもた

ちの発達段階や成長を実感するために小中教諭の交流授業等も実施している。

連携教育が充実する中で、子どもたちはこれまで以上に落ち着いた学校生活を

送れているのではないかと思う。連携型小中一貫教育を進めることにより、子

どもたちが学びやすい環境をつくり、小学校から中学校に進学するための壁を

なめらかにするために取り組んでいる。 

中１ギャップを解消しての中学校進学は担保されるべきことである。馴染めず

学校に行けない子も出てくるのではないか、また、成長の中で喧嘩から陰湿な

いじめになっていく可能性もある。学校運営の中で義務教育を重要な課題とし

て取り組んでいかないといけない。そういった面も十分に配慮しながら進めて

いく必要がある。 

財源について、へき地学校には国や県からの助成金があるが、適正化によって

減額になり財源不足になると地域も保護者も不安になる。財源をきっちり把握

して示してほしい。もう 1点、学校生活に支障のないスクールバスの運行形態、

計画を示してほしい。特に北部は冬場の道路事情もあり、それも踏まえて示し

てほしい。また、北中学校は寮があるが、小学生が寮に泊まれるのも、地域の

特色になると思う。寺子屋教育のような日本にあった教育の１つかもしれない。

十分に検討して学校規模適正化、幼保一元化を考えてほしい。 

地域の力を１つに繋がっていこうという時代に、地域をないがしろにしている

のではないかと疑問に思った。適正化のメリットで社会性を育てる教育が進め

やすいとされているが、反対に地域の力を借りてできる小規模校の方がもっと

大きな力になると思う。デメリットの大規模になることで上級生、下級生の縦

の関係が薄くなるということも疑問に思う。校舎維持費等も含めた財政的なこ

ともあるだろうが、地域に住む住民の１人として、地域の力についてもっと考

えたらいいのではないかと思う。 

スクールバスを複数台、複数路線で運行しても財源はあり、学校生活に支障の

ないように運行させたいと思っている。経費削減のために適正化をするのでは

ないことは理解いただきたい。また、小規模校では地域の関わりもあり、教職

員も工夫をして少人数なりの教育をしているが、もう少し大きな集団では、競

争や様々な発想や思いがたくさんある中でバリエーション豊かな教育ができる

のであろうと思っており、保護者、地域の皆さんの理解を得て適正な人数で学

ばせたいと考えている。男女の人数が偏る学年などもあると思うが、そういう

点も工夫していきたいと思う。 

説明資料にあるメリット、デメリットは学校規模適正化が進んだ場合の相対的

に考えられる案を記載したものである。例えば、社会性を育てる教育を進めや

すいという点は、1クラス 5人程度の 3校が一緒になり 20～25 人になれば、そ

の中で、いろいろな個性の子どもたちと触れ合え、コミュニケーション能力、
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表現力の向上につながり、それが社会性を育てるということにもなってくる。

また、上級生・下級生の縦の関係が薄くなるという点は、１つの学年集団で取

り組めるということがある。小規模校では日常的な学校生活を送るために他の

学年と連動しながらになるが、例えば 25～30 人の 6年生がいれば高学年が運動

会などを引っ張っていく力になり、5 年生はその姿を見てそれを支援すること

にもなってくる。 

下三方、繁盛地区では学校規模適正化について集まって協議されたと聞いたが、

その中で色々な意見が出たのではないかと思う。通学のこともあるが、それ以

上の話がでたのではないか。先ほど三方小の登校坂の話がでたが、具体的にど

の様な意見がでたのか書面で公表してもらったほうがいいのではないか。もう

1 点、教育委員会が進めたい時期や具体的なことを示し、それを１つずつ話し

合い、良い方向に進めていけたらと思う。 

中学校区で委員会を設置いただいた経過として、それぞれの地域の想いを共通

理解し、情報を共有したいとの思いからであり、それぞれの地域の想いをこの

場で発表していけたらいいのではないかと思う。三方小の登校坂の件も大きな

課題としてとらえており、その部分も踏まえて市も検討していきたいと思う。

実施時期について、事務局としては日々成長していく子どもたちのために、少

しでも早くと思っており、平成 26年 4月を目指していきたいと思っている。 

今後の進め方として、学校が無くなるということは地域づくりの課題であり、

地域活性化が衰退する可能性がある。その点も考慮しながら教育のことも一緒

に考えもらいたい。今後は、まず学校教育のことを考え、後に地域のことをど

うしていくのかを考えて進めるという考え方もある。 

議論の中で、それぞれの地域の想いも話してほしいという意見もあり、正副会

長と次回の進め方を相談していきたいと思う。地域・保護者の皆さんが今の学

校でこれだけは引き継いでもらいたいものなど、そういうものを持ち寄ること

によって新しい学校のイメージを作ってもらうような形で進めてもらいたい。

下三方、三方、繁盛 3地区の温度差があると思う。それぞれの地域のあるべき

姿を聞いてお互いが理解しあうことが重要だと思う。今後の進め方については

正副会長で協議させていただき今後の進め方を決めさせていただきたい。 

※委員 異議なし 

地域の方々の意見をまとめることに期間が必要になってくると思うので、次回

の開催時期についても正副会長と事務局とで決めさせていただく。 

保護者、地域の方にたくさんの意見をいただいているが、皆さんの想いを事務

局が把握しきれていない点もあると思う。疑問や意見など箇条書きでいいので

記載できる表を各委員に送らせていただくのでお願いする。 

 


